A Basic Viewpoint of Sexuality Education toward Human Liberation by 小代 誠一郎 & Koshiro Seiichirou
人間解放教育としての性教育の基礎視座
その他のタイトル A Basic Viewpoint of Sexuality Education
toward Human Liberation
著者 小代 誠一郎
雑誌名 教育科学セミナリー
巻 12
ページ 14-27
発行年 1980-12-07
URL http://hdl.handle.net/10112/00019545
人間解放教育としての
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小代誠一郎
序
レスター •A ・カーケンダールのことを述べ
て、序にかえたい。
1980年夏、私はカーケンダールの講演を聞
く機会を得た。それは「生命あるもの、みな触
れあう」というサプタイトルがついた人間関係
学的側面からの性教育論であった。深い感銘を
与えた講演であった。その際通訳をしてくれた
波多野義郎によれば、カーケンダールほどに強
い反戦思想のもちぬしもめずらしい、という。
かつてヒロシマを訪れた時には人目もかまわず
号泣し、遺産は平和団体に寄贈すると宣言して
いる。人を殺すよりは人を愛するために生きよ
うと語るカーケンダールにあっては、平和運動
も性教育運動も同じ土俵上に存在している。①
講演の前日に銀閣寺を訪問した時、彼はこう語
ったという。 「銀閣寺、これはすばらしい。し
かし、これだけのものをつくるために、どれほ
ど多くの人が搾取されたことか。」最近では、
カーケンダールは「性にかかわる青少年の権利
についての国際宣言」を発表している。R
我々は彼のなかに性教育者の偉大な思想と行
動を認めることができる。
第 1章性をめぐる現代の情況
現在、性(sex)についてのもろもろの情報
が開放されつつある。しかしながら、他方、性
についての考え方（性を秘めごととみなす）は
変容したとはいいがたい。開放と秘匿ーこの. . . . 
相反する奇妙な情況のなかで我々は育てられて
きた。そして、今もなおその情況はかわらない
まま、子供たちは育てられている。
ところで、子供たちの性意識は広汎に流布し
ている商品化された性情報によって確実に影響
をうけている。表1は青少年の性情報源につい
ての調査だが、これをみても雑誌・週刊誌等の
マスコミからの情報が大きな割合をしめている。
同時に友人からの情報というのも、その友人は
マスコミから当該情報を得たということは十分
推測されることである。さらにいえば、現代の
日本に生きているかぎり（ことに大都市では入
マスコミにかぎらず、街でみかける広告、看板
などからも性についての情報を与えられ、何ら
かの影響をうけているということは決して否定
しようのない事実なのである。かくして、現代
日本は性についてのひとつの巨大な無意企的無
形式的教育(unintentional,informal edu-
cation)① の場なのである。ところが、こう
して得た性知識で十分だと考えている青少年は
多くはない（表2)。学校の授業から得る知識
の少なさを考えると、ここにひとつの問題がう
かびあがってくる。それは、豊饒な情報のなか. . . . . . 
の情報の貧困の問題、人間のがわからいえば情. . . . . 
報選択力の未形成の問題である。子供たちは押. . . . . . 
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表 1 青少年の性情報源（総理府報告）
(1) 月経・妊娠・出産・避妊・中絶・性病
~ 雑週 同 異性 性刊 の の友 友全0じ七,至. 士c. ヽ 人 人
月経・妊娠・出産％） 44.9 48.1 4.6 
避妊・中絶 倹） 61.9 45.8 3.9 
性 病 ％） 49.3 33.7 2.5 
(2) 性交
ご
雑週 贋 魯 悶
刊 の の の
友 友 塁誌誌 人 人
性 交 62.1 54.5 5.1 13.8 
表2 性知識は十分か
96 十分だ 不十分だ
15 ~ 17歳 12.1 66.3 
男
18 ~ 19 I 8.1 65.2 
20 ~ 22 22.4 65.5 
23-24 26.0 63.0 
15 ~ 17 5.3 72.6 
女
18 ~ 19 10.4 73. 7 
20-22 11.6 73.2 
23-24 14.3 70.6 
しよせる性情報の波にほんろうされることにな
ってしまう。そこでは、人間を人格としてでは
なく性器だけをもった人間（ほとんど物と化し. . . . 
た）とみなす歪んだ人間観におちいる危険性が
つねに存在する。重大なことは、子供たちにと
って自己と性情報との不適応が性についての知
的・精神的成長と身体的成長・成熟の早まりと
のアンバランスによってより強烈にひきおこさ
れる、ということである。一般的に、身長・体
重・胸囲などで計測できる形態上の成長の早ま
悶 両 テジレオ
の ビ・
誓 親 遭
44.0 5.4 7.7 
14.4 2.1 11.0 
38.4 2.3 7.5 
悶 テ 喜でレ
のて ビ の
且 麿 交尾
0.8 13.7 7.9 
不明
21. 6 
16. 7 
12.1 
11.0 
22.1 
15.9 
15.1 
15.1 
医 そ
邑子 の
書 他
12.1 1.8 
12.9 1.7 
16.0 2.0 
経て そ
験
に の
よ
つ • 他
2.5 2.1 
いずれも
村松、岡本
不
明
2.5 
2.1 
4.1 
不
明
2.9 
『性教育学入門』
より転載
りを「成長促進現象」、初潮や精通などにみら
れる機能上の成熟の早まりを「成熟促進現象」
とよび、両者あわせて「発育促進現象」と総称
するRが、こうした身体的成長・成熟の早まり
にも背をむけたまま適切な指導がなされないな
らば、子供たちは精神的・身体的な負担をより
早い時期から背負いこまねばならないことにな
ってしまう。我々はなんと乱暴な子育てをして
いることか。我々はまず直視しなければならな
い。中学生から高校生の時期にかけて（むろん、
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すでに労働している者もいる）、大多数の者は
身体的成長・成熟の早まりの結果、外見的には
成人の身体に近づくが、知的・精神的成長の未
形成の結果、性についての統一的・総合的な理
解が果たされず、したがって自己の精神と身体
との実存的統合および社会的実現が困難になっ
てしまうおそれがあるということを。そのひと
つの事例が若年未婚者妊娠中絶である。武田敏
によれば、若年未婚者の妊娠は増加しており、
日本全体では年間 15000~ 20000の未婚十代妊
娠があると想像される。⑧ 妊娠の結果、 (1)相手
と結婚、 (2)分娩して未婚の母、 (31中絶という三
れているもののなかにも、性の問題が相当数は
いっていると考えられる。したがって、 30~40
％は性的な問題にかかわる相談であると考えら
れる。⑥このような成人の世界における性をめ
ぐる問題が子供たちに深刻な影響を与えること
も無視できない。一見、享楽的な「性解放ムー
ド」のなかで、実は人間は「性の荒野」（パッ
カード）にまよいこんでしまったのかもしれな
し‘
と゜ころで、若年未婚者が妊娠する場合、当然、
妊娠させた男性がいる。また、以前、コインロ
ッカーに赤ちゃんをすてる事件が続発したとき、
つの方途のいずれかが選択されることになるが、 マスコミはすてた女性だけが悪いかのごとくに
問題は日本においては妊娠自体がunwanted 報道した。いわく「鬼のような母」・「母性喪
pregnancyとして中絶される割合が圧倒的に 失時代」。 しかし、当然いるはずの男性に言及
多いことである。中絶が母体に悪い結果を与え したものはほとんどなかった。どうして、男性
ること④はいうまでもないが、若年未婚者妊娠 の責任が問われなかったのか。ひとつの大きな
中絶の場合は、とくに次のような問題点がある。⑥ 理由、それは報道する側に女性の眼が存在しな
(1) 産婦人科学的にみて、身体の発育が未熟で
あり、手術に困難を感じることが多い。
(2) ためらい、しゅう恥、経済的理由などのた
めに早期中絶の時期を失い、手術侵襲が大き
いことが多い・。単なる掻爬術以上の手術を必
要とする場合が多い。
(31 社会的に秘密にする希望がつよく、したが
って手術後も日常と同様に登校・就業するた
め不摂生におちいりやすい。これは不妊症の
原因にもなりかねない。
(4¥ 心身の苦悩を家族・友人にもうちあけがた
く、中絶後も暗い心理状態におかれ、心因性
の症状を呈する場合もある。
また、青少年の世界から成人の世界へ眼をう
つしてみても、けっして幸福とはいえない情況
がある。たとえば、いのちの電話の相談内容を
みても、性に関しては 14.0%となっている。が、
男女問題16.8彩、夫婦問題16.2彩として分類さ
かったからである。なぜか。女性が排除されて
いたから。ここから問題は性差別の領域にはい
る。
男性による女性支配の時代がつづき、つづい
ているのは歴史的事実であり現実である。 「私
有財産制度とそれにもとづく家父長制的家族制
度の発生以来、女性は人間として扱われず、家
内奴隷・観賞用奴隷・性交用奴隷という三つの
奴隷と、その複合体として生きることを余儀な
くされ」⑦てきたのである。現代の日本におい
ても労働・教育・家庭・文化等、およそ人間が
生きるあらゆる局面において性差別が貫徹して
いる。注意すべきは性差別が女性を疎外し抑圧
することはいうにおよばず、男性をも疎外し抑
圧することである。それはやはり、総体として
の人間抑圧の構造そのものであるといえる。敗
戦後、日本の法体制は「民主的」になり、男女
平等の規定が大はばに採用されたといわれる。
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しかしながら、現行法においても、国籍法上の （が、批准はまだである）。 1980年代は男女
父系主義、帰化要件の問題⑧等、矛盾がある。 平等への道が世界的に大きくふみだされた時代
また、労働基準法の規定にもかかわらず、労働 として人類史にきざみこまれなければならない。
の場における性差別は依然として存在している。
もっとも 1966年12月に東京地裁が住友セメン
ト結婚退職制無効判決を出して以来、この10数
年の間に性差別を無効とする判例がつみかさね
られている⑨のだが、企業・雇用者側はより巧
妙な方法で女性の労働権を有名無実化しようと
している。より巧妙な方法とは雇用形態の差別
と仕事差別をさす。さらに、 1978年11月には
労働基準法研究会（労働大臣の私的諮問機関）
が保護ぬき平等論をうちだした。そこには女性
の労働権そのものを否定することにつながる危
険な考えがふくまれている。
ところで、このような女性の労働権の現状は、
むろん資本主義社会のなかで利潤の追求を第一
義的に優先する企業の姿勢によるものが大きい
が、社会に存在する女性に対する差別的な意識
・観方、女性労働者自身の問題（権利の無自覚、
結婚までの仕事という意識等）にも原因がある。
いうまでもなく、これらは性差別意識の社会お
よび個人レペルでの貫徹である。社会意識と個
人意識は相互的に作用し、浸透しつつ、女性に
対する男・女双方の意識を特定の方向に押しや
っていく。ここでも無意企的無形式的教育がほ
とんど自覚されないまま展開しているわけであ
る。性差別の現実をわが喜びとしているような
人間にとっては、それは肯定すべき教育なので
あろう。
しかしながら、世界の情勢は男女平等の実現
へと大きく前進しつつある。 1980年7月にコ
ペンハーゲンで開催された「国連婦人の十年
1980年世界会議」においては「婦人に対する
あらゆる形態の差別の撤廃に関する条約」の署
名式がおこなわれた。これには日本も署名した
第2章性教育の現状
この章では性教育の展開と現状をかんたんに
みておこう。もっとも性教育はそのはじめから
性教育という名でよばれていたわけではない。
19 70年代初頭までは「純潔教育」という名称
と「性教育」という名称がほぼ等しい割合でつ
かわれていたようである。 1970年にリストア
ップされた性に関する図書をみると、文部省お
よび各都道府県教育委員会の手引き・資料には
「純潔教育」となっているものが多い。① また、
同年おこなわれた性教育についての討論におい
ても、あらためて「純潔教育か性教育か」が問
題とされている。②性教育という名称が一般的
になるのはこの時期以降のことであるが、その
原動力となったのは日本性教育研究会 (1968
年4月発足）、 （財）日本性教育協会 (1972年
2月設立）の活動であった。
つぎに 1945年以降現在までの性教育の歴史
をたどってみよう。⑧
敗戦を契機としたアメリカナイズされた性文
化・性風俗の流入、性犯罪の増加、性病のまん
延等が深刻な社会問題として認識され、純潔教
育の必要性が政府レベルで指摘された。それが
1946年1月の文部省・法務省・厚生省・労働
省・警察庁などの関係省庁による「私娼の取締
り並びに発生の防止および保護対策」という事
務次官会議決定である。これをうけて 1947年
1月には文部省社会教育局長から各都道府県に
対して、 「純潔教育の実施について」という通
達をだしている。いわば性行動のたいはいの取
締り、性的被害の防止という視点から考えられ
ていること、社会教育局が関与していたことが
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注目される。そして同年 6月、純潔教育委員会
が発足し、 1949年2月には同委員会による
「純潔教育基本要項」が発表されている。その
後、純潔教育委員会は社会教育審議会の純潔教
育分科審議会として再編成され、 1955年3月
には「純潔教育の進め方（試案）」が発表され
た。そこでは「純潔教育はいわゆる封建的貞操
観、道徳観、宗教的禁欲主義などの先入観のみ
によって行なわれることはのぞましくない」と
いう指摘がなされているが、実際の純潔教育は
道徳教育への偏りをつよくもっていた。
一方、学校教育においては次のような展開を
たどる。 1947年6月に示された「学校体育指
導要項」には「性教育」の項目が明確に位置づ
けられていた。そして、 1949年には新制中学
校の教科と時間数の改正があり体育科が保健体
育科となった際に、健康教育が実施されるよう
になった。同年1月に示された「中等学校保健
計画実施要領（試案）」においては「成熟期へ
の到達」という項目がもうけられ、 (1)青年期の
種々相について理解を深めること、 (2)青年期に
通常おこる多くの欲望、衝動および感情に対す
る健全な心がまえを与えること、 (3)遺伝、子孫
の永続および子孫の向上発展に関する事実につ
いての理解を与えること、を目標にして指導す
べき内容を明らかにした（ただし、 (3)の目標に
ついては問題があろう。）。しかし、 「成熟期へ
の到達」が正式に教科書にも採用された 1951
を考慮して指導する」と示すにとどまり、学校
教育のなかで性教育は定着しないまま大きく後
退した。そして 1969年の学習指導要領の改訂
では「性教育」ということばも消え、単に内容
の取り扱いとして「性に関する内容は、心身の
発達における男・女差を正しく理解することを
中心に、効果的に取り扱うもの」とされてしま
った。
高等学校においては、 1956年の学習指導要
領保健体育科編の内容に「高等学校生徒の生活
と性問題について」成熟と男女の性別、月経、
妊娠、出産の生理、結婚と健康などを取り扱う
としてあったが、 1970年の改訂では「性に関
する指導を考慮し、心身の発達における男女の
特性および男女協力による健全な家庭づくりに
ついて、正しく理解することを中心に効果的に
取り扱うものとする」となった。そして、 1978
年に発表された改訂においては 1947年に明示
された「性教育」ということばはもちろん「性
に関する指導」といった記述も学習指導要領の
上からはまったく消滅してしまった。
以上のように、文部省の姿勢が純潔教育と性
教育の間でゆれうごき、性教育についての考え
方も一定せず、その上後退していくなかで、多
くの学校は性教育を学校教育のなかに定着させ
ることができなかった。また 1965年前後から
性教育の必要性が強調されるようになるなかで、
各都道府県教育委員会はこぞって性教育（純潔
年、 「寝ている子をおこすな」式の反発があり、 教育）の指導書や手引書を作成し研究協力校な
一歩も二歩も後退せざるをえない状態となった。 どを設置したが、一部の教師・学校のなかでし
そして、 1956年3月の初中局長通達によって
この内容は分散され後退してしまったのである。
1958年の中学校学習指導要領では保健分野
から「成熟期への到達」が削除され、わずかに
指導上の留意事項として「心身の発達、病気の
予防、精神衛生などの学習においては、性教育
か研究や実践はおこなわれなかった。
こういった状態のなかで先に記した日本性教
育研究会・（財）日本性教育協会が活動をはじめ、
より強力に性教育の必要性とその内容を主張す
るなかで性教育はひとつの大きな課題として認
識されるようになっていった。④その過程で
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「純潔教育」ということばは、ほぼ完全につか
われなくなっていった。そもそも「純潔」とい
うことばには性について語ることをタプー視し
た過去の禁欲思想や女性にのみ貞節をおしつけ
た性の二重規範がふくまれているということ、
および純潔の概念が明確でないということなど
が指摘されていった。かくして、 1970年代に
いたって性教育という名称が定着する。この性
教育 (sexeducation)は、生理学・解剖学
の立場から人間の性についての客観的・科学的
な知識を与えるという色彩がつよかった。それ
が性教育イコール性器教育という誤解をうむひ
とつの要因でもあった。しかしながら、 70年代
後半にいたって性教育は人間教育であるという．． 
主張が一層強くなり、アメリカの性情報・教育
シーカス
協会(SIECUS)が提唱したセクシュアリティ
(sexuality)という概念が日本でもうけいれ
られるようになった。人間の性が生物学的なセ
ックスという語でよばれていたのをもっと精神
的で社会的な意味をふくむセクシュアリティと
いうことばにおきかえ広くもちいられるまでに
するのに貢献したM• S・カルデローンは次の
ように語っている。すなわち、セックスとは
「人間がエロティックな面で何をするか」とい
うことにかかわる概念であり、セクシュアリテ
ィとは「男性として、女性として、あるいは少
年として少女として、全人格的に、その人がど
んな人であるか」ということにかかわる概念で
ある＠と。したがって、性教育は、現在では、
たんに生理学的・解剖学的な知識教育としての
性教育(sexeducation)ではなく、 それら
を内にふくみつつさらに人格全体および人格と
人格とのふれあいをふくんだ幅広い人間の性
(human sexuality)という考え方にたつ性
教育 (sexualityeducation)というものに
変貌しつつある。
1980年6月に発表された（財）日本性教育協
会の『性教育指導要項解説書」はこの sexua-
lity educationとしての性教育の立場にたっ
ている（同協会は 1979年8月『性教育指導要
項』を発表していた。なお、同協会すなわち
ジェイス
JASEは現在でもTheJapanese Association 
For Sex Educationとなっている）。同書の
「総論」によれば、学校が行なう性教育とは、
教育基本法第一条に示された学校教育の目的を
達成するための教育活動であり、 「幼児／児童
•生徒の発達に応じて、性に関する科学的な知
識や社会的ルールについて学ばせるだけでなく、
性に対する個人の自覚を深め、豊かな情操と健
全な行動を培い、社会的人格の完成を目指す教
育」Rである。同書において性教育のねらいと
してかかげられているものもほとんどかわらな
い。ここで「教育基本法」の意味や「発達」概
念の問題にはふれないとしても、 「社会的ルー
ル」について学び、 「健全な行動」を培い、「個
人の自覚」を深め、 「社会的人格の完成」をめ
ざすというとき、 一 sexuality概念の積極的
意義は認めつつも一姿をかえた「純潔教育」．．．．．．．．． 
あるいは道徳教育におちいる危険性があること．． 
は指摘しておかなければならない (1980年夏
に開かれた第10回性教育夏季セミナーにおいて
は小学校・中学校・高校での性教育の授業フィ
ルムが上映されたが、上映後、参加者から「道
徳の授業のようであった」 「タテマエが前面に
出てしまっていた」 「人間の理性を強調しすぎ
ではないか」という声が出たことを記しておく）。
しかしながら、同書によって性教育の目標と
内容がひとまず体系化されたことの意義はどれ
ほど強調してもしすぎることはない。性教育の
必要性は理解できても、教師や学校が実践にふ
みきれなかったのは、何よりも性教育の内容が
つかみきれず、それゆえに指導がむずかしかっ
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たからである。このことは、 1979年2月・ 3
月に実施された大阪府下の小・中・高を対象と
した学校調査Rをみても明らかである。それに
よると以下のようになっている。
(1) 過去 3年以内に学校内で性教育の必要性に
ついて話しあわれたことがあるのは全体で約
64彩
(2) 学校として正式に性教育をとりあげて年間
計画をたてて実施しているところは全体の約
20彩
特に性教育としては実施していないところ
は全体の約30彩
(3) 学校教育のなかで性教育が実施しにくい理
由(2つ以内こたえる）
A. 性教育の必要は感じるが指導がむずかし
いから 49.2% 
B. 学習指導要領に明確な位置づけがないか
ら 36.8彩
C. 具体的な指導資料や補助教材がとぼしい
から 30.3彩
D. 性教育の必要性について校内やPTAの
認識が統一されていないから 24.3% 
E. 性教育の概念（ねらい・内容・限界）が
よくわからないから 22.2% 
F. 指導のための時間的な余裕がないから
16.2% 
(4l 性教育の推進を考える場合、特に有効だと
思われる方法 (2つ以内こたえる）
A. 文部省や教育委員会で性教育の位置づけ
（領域・時間等）を明確に指定する
49.7% 
B. 性教育のカリキュラムや指導内容を明ら
かにした手引書をつくる 45.9% 
C. 教職員の理解を深めるための研修会をひ
らく 33.5彩
D. 指導にすぐ役立つ具体的な指導資料や補
助教材をつくる 31.4% 
E. 教員養成大学に性教育や性科学の講座を
もうける 13.5彩
『解説書』によって性教育のおよそのカリキ
ュラムや内容はつかみうるから、この調査にあ
らわれた状態もいくぶんかは前進するであろうg
第3章 人間解放教育としての基礎視座
以上、第 1 章•第 2 章をとおして、性をめぐ
る情況・性教育の必要性や現状について述べて
きた。ここで再度、性教育についての考え方を
整理しておこう。
1. 純潔教育
2. 性教育(sexeducation) 
3. 性教育 (sexualityeducation) 
さて、 3のsexualityeducationとしての
性教育の考え方や内容は第2章において記した
とおりであり、それが現在の性教育を代表して
いるといっても誤りはないと考えられる。そこ
で、この第3章の目的はこの sexualityedu -
cation としての性教育がもつ積極的意義を保
持しつつ、今一度あらためて性教育を人間解放
教育として位置づけ、そのための基礎視座の構
築を期すことにある。いうまでもなく、この試
みはすでにsexualityeducationという考え方
のなかに萌芽的にふくまれていたものを、性教
育のより根底的な精神として花ひらかせようと
するものである。
「性」とは心が生きる、と書く。現代の社会
で「にんげんが生きる」 「にんげんが生きつづ
ける」ことから性教育を考えてみよう。性教育
の目的は、当然、ひとりのにんげんがうまれ、
生きつづけ、自己を実現していくことを手助け
していくことにあり、それ以外ではない。むろ
ん、にんげんはひとりで生きることはできない。
いく人ものにんげんがともに生き、自己を実現
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していこうとするのだから、性教育の目的は、
にんげんの共生と自己実現を手助けするところ
にある、といったほうがよい。しかるに、現代
の日本には差別が厳存し、にんげんを生きがた
くしている情況がある。部落差別・在日朝鮮人
差別・「障害者（児）」差別・沖縄差別・アイヌ
差別・性差別等々。人間解放教育としての性教
育は差別を許さないという立場にたつ。差別あ
るところ、恋愛もまた自由ではないのだ。
これらのことは人間解放教育としての根本的
な精神の確認である。そして、人間解放教育と
しての性教育はその基礎視座をさしあたりつぎ
の二つに大別することができる。
1. 自己解放としての性教育
2. 性的疎外からの解放としての性教育
自己解放としての性教育は、ほぼ sexuality
educationとしての性教育にかさなりあう。性
的疎外からの解放としての性教育は sexuality
educationにふくまれてはいたが、その内容を
新たな文脈において考えてみようというもので
ある。先走っていえば、のちに我々は前者を後
者に収欽して統一的に考える視点を獲得するで
あろう。
自己解放としての性教育という視座は、故朝. . . . . . . . . 
山新一の「性教育は自己解放を促すための教育
だ」①ということばにもとづいている。すなわ
ち、朝山は「非科学的で不当な過去の性観念と
生物的な制約から人間の意識的な解放を促すの
が性教育の根本だ」と規定したのであったが、
同じことをデンマークのヘルトフトは次のよう
に語っている。 「人間のたずさわるどんな事柄
よりも危険だと思われがちな性の領域で、われ
われは自分自身を解放する教育を必要とする。」R
現代の青少年あるいは成人がほんとうに必要と
している情報を得られないために、どれだけの
苦悩や徒労をかかえていることか。このことを
考えれば、性(sex)の無知や偏見から生じる
不幸をさけるために性についての科学的・客観
的知識を与える（得る）ことの重要性がわかる。
それとともに、社会的ルールなども学び、よっ
て社会的人格の完成をめざす、とすれば、これ
はもうほとんどさきの『解説書』における性教
育の規定にかさなる。
問題はその性教育が「社会的ルールの学習」
・「社会的人格の完成」というときの「社会」
の概念である。現代社会は人間の人間による支
配一被支配・抑圧一被抑圧が現存している社会
である。したがって、このような情況が現存し
ている社会を無批判的に前提して「社会的ルー
ルの学習」・「社会的人格の完成」といったの
では、真の意味でのにんげんの共生と自己実現
をはたすことはできないはずである。というの
は、そのような性教育はア・プリオリに前提さ
れた既存の「社会」への諸個人の適応あるいは． 
順応を目的とする教育に堕落する危険につねに． 
とりまかれているからである。先に姿をかえた
「純潔教育」あるいは道徳教育におちいる危険
性があると述ぺたのはこのこととかかわってい
る。したがって、我々としては「社会」概念を
無概念的にもちいることはできないのであり、
現代社会を批判的にみていくことによってのみ、
「社会的ルールの学習」も「社会的人格の完成」
も現実の社会の情況を批判的に直視し変革して
いくことによってのみ果たされうるのである。
性的疎外からの解放としての性教育はこのよう. . . . . .  . . . . . 
な現実の社会の根底的な批判から出発する。
資本主義社会たる近代市民社会の根底的な批
判者であったマルクスは『経済学・哲学草稿』
のなかで、 「人間の人間にたいする直接的な、
自然的な、必然的な関係は、男性の女性にたい．．．． 
する関係である。・・・・・・・・・。 したがってこの関係. 
のなかには、人間にとってどの程度まで人間的
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本質が自然となったか、あるいは自然が人間の
人間的本質となったかが、感性的に、すなわち. . . . 
直観的な事実にまで還元されて、現われる。そ．． 
れゆえ、この関係から、人間の全文化段階
(Bildungss tufe〕を判断することができる。
この関係の性質から、どの程度まで人間が類的. . . . 
存在として、人間として自分となり、また自分． 
を理解したかが結論されるのである。」⑧ とい
い、また別のところでは、 「人間を人間として、
また世界にたいする人間の関係を人間的な関係
として前提したまえ。そうすると、君は愛をた
だ愛とだけ、信頼をただ信頼とだけ、その他同
様に交換できるのだ。」④と述べている。すなわ
ち、男性と女性の人間的関係は類的存在として
の人間の自己実現行為なのであり、両性の平等
な関係なのである。ところが、疎外された労働
は人間の疎外を帰結する。 「人間が彼の労働の
生産物から、彼の生命活動から、彼の類的存在
から、疎外されている、ということから生ずる
直接の帰結の一つは、人間からの人間の疎外で
ある。人間が自分自身と対立する場合、他の人
間が彼と対立しているのである。………。した
がって、疎外された労働という関係のなかでは、
どの人間も、彼自身が労働者としておかれてい
えば、性的疎外とは私的所有制が支配する社会
において人間が他者（異性）との関係のなかで、
類的存在としての人間としての自己を獲得する
ことができず、自己を理解し、実現することか
ら遠ざかることである。それは、性の疎外すな. .  
わち他者との性的関係（＝性（愛）行動をふくむ
人間関係）における疎外と、性差別すなわち性． 
による経済的政治的社会的差別とに区別できる。
もちろん、性の疎外と性差別は密接不可分にか
らみあっているのであり、それらの出現・成立
と連関を一労働における疎外との関連において
ー論理的かつ歴史的に究明することは重要な課
題である（なぜなら、このことの究明は性的解
放すなわち性の解放と性差別の止揚への論理的
・実践的根拠を与えるはずだからである）。性
的疎外は必然的に性と愛を引き裂き、性の商品
化をも帰結する。・たとえば、もろさわようこは、
日本において男性と女性の自然な結びつきが失
なわれ、女性蔑視があらわになった時代である
中世の特徴を次のようにまとめている。 (1)私有
財産の純父系的相続の確立 (2)女の財産権の喪
失 (3)婿とり婚の嫁とり婚への移行 (4)売春の
制度化 (5)母の親権喪失 (6)夫は主人で妻は従
者の主従関係の成立 (7i妻の貞操の強制。Rこ
る尺度や関係にしたがって、他人を見るのであ こでフランス革命を思想的に準備したルソーの
る。」⑥ すなわち、他者をみるまなざしの疎外、 思想が女性差別の側面を強くもっていたこと一. . .. . . . . . .  
あるいは、疎外されたまなざし。そして、 「人. . . . . . 
間の疎外された類的本質」たる貨幣は、 「誠実
を不誠実に、愛を憎に、憎を愛に、徳を悪徳に、
悪徳を徳に」⑥変えてしまう。貨幣が支配する
世界においては、人間の人間にたいする自然的
な関係は疎外されていく。いうまでもなく、男
性と女性の関係も疎外されていく。したがって、
性的疎外とは人間の自己疎外、人間からの疎外
以外のものではないのであり、人間の疎外を性
的側面（問題）から観たものである。端的にい
たとえば『エミール』においてルソーは「女の
子はよく気をくばり、よく働くようでなければ
ならない。それだけではない。はやくから束縛
に甘んじなければならない。……。女の子はま
ず拘束されることになれさせて、それがけっし
てつらく感じられないようにしてやらなければ
ならない。」⑧と述べている一、また、フラン
ス革命において「人権宣言」に対抗して「女性
の権利宣言」を発表したオランプ・ドゥ・グー
ジュが処刑台の露ときえたことを思いおこすこ
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とは無意味ではない。フランス革命そして「近
代」そのものが性的疎外の上に成立し、存続し
てきたことは忘れられるべきではない。現代に
おける性をめぐる情況も以上のような性的疎外
のひとつの歴史的形態にほかならない。
したがって、性的疎外からの人間解放教育として
の性教育を構想するとき、以上かんたんに述べた
ことをふくめて、性的疎外の成立、その現状等を
追究し、生徒の前に明らかにしていくことが求
められる。このことは、現在の学校教育が性的
疎外の現実にほとんどふれていないこと、性差
別を助長するような教科書がむとんちゃくに使
用されていること、かりに性教育がおこなわれ
るとしても性的疎外からの解放の立場にたたな
いならば、性的疎外の現実を黙認してしまうこ
とになり、かえって女性（ひいては両性）の自
立を阻害してしまう危険があることを考えれば、
その重要性が理解されうるであろう。先に記し
た朝山の規定を想起してほしい。そこでは、自
己解放とは「不当な性観念と生物的な制約から
の人間の意識的な解放」のことであった。この
ことは大切なことだ。しかし、我々は、そのよ
うな「意識的な解放」としての自己解放と同時
に性的疎外からの「現実的な解放」としての自
己解放・人間解放をめざすのである。むろん、
意識的な解放は現実的な解放の契機であり、現
実的な解放は意識的な解放の鍵である。そして、
朝山的な意味での自己解放は性的疎外からの解
放のひとつの鍵であり、性的疎外からの解放は
朝山的な意味での自己解放の成就である。問題
は、性的疎外からの意識的・現実的な人間解放
であり、自己解放であるのだ。自己解放という
ことばを「不当な性観念と生物的な制約からの
人間の意識的な解放」とのみ理解する必要はす
こしもない。不当な性観念• 生物的な制約の成
立の根拠を問えば、やはり性的疎外に帰着する
のである。ここにおいて、我々は、自己解放と
は性的疎外からの意識的・現実的な自己の解放
であるとあらため芍昔定する。人間解放教育として
の性教育とは性的疎外からの解放を志向する教
育以外のものではない。ひるがえって現在。在
日朝鮮人の女性が学校を卒業しても就職がなく、
育った土地を遠くはなれて、やむをえず、自己
の身体を貨幣の前でおとしめるという事実。に
たような現実はまだ、ある。この現実を撃つこ
とを視座にふくめない性教育は我々が構想する
性教育ではない。⑨ したがって、それは現実の
社会を変革するいとなみとけっしてきりはなせ
るものではない。まず我々は、地域を、にんげ
んがうまれ、生きつづける地域を、明確に、に
んげんの共生と自己実現の場としてとらえ、現
状を変革していく必要があろう。そして、地域
の変革と同時に国家の変革を展望していかねば
なるまい。
ここで、以上のことをまとめると同時に、我
々が構想する性教育を規定すれば次のようにな
る。人間解放教育としての距散育とは、性をめぐる
諸事象について統一的・総合的に学ぶことによ
って、人間が自己の精神と身体との実存的統合
および社会的実現をはたすことをみちびき、よ
って性的疎外からの人間の意識的・現実的な自
己解放・人間解放を促すものであり、そのこと
によって人間の共生と自己実現に助力するもの
である。それゆえに、人間解放教育としての性教育
運動はさまざまな人間解放運動と手をむすびあ
っていくであろう。それゆえに、それが教育基
本法制そのもののうちにおさまりうるものかど
うか検討する必要もででくる。なぜなら、それ
は「近代公教育体制」の現代的形態であるから
である。
我々は、以上のような、人間解放教育としての
基をもつ肋衡笥について学びかつ実践する
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ことは人間の権利であると確認する。
そして、このような性教育の課題とはまさし
く人間の生にかかわる人類史的な課題なのであ
り、その意味でも、また、その内容にしても方
法にしても性教育は「総合学習」なのである阻
残された問題は多いが、⑪高群逸枝を引用し
てこの小論を終えることにしたい。高群逸枝は
『女性の歴史』をおわるにあたって、 「万人労
働の原則の上に立つ全組織による『共産』の社
会と、婦人を含む万人解放の社会と、平和と愛
の社会」の実現を願いつつ、次のようなことば
でこの大著をむすんだ。
「そして、そうであればあるほど、またわれ
われは、 『現実』のきびしさをおもって、一瞬
ふるえおののく。」⑫
〔註〕
序
① 問i代性教育研究』 42号
② 『現代性教育研究』 43号
第 1章
①鈴木祥蔵編著諄計t教育科学原論』福村出版
1975年 P.19 
R村松博雄・岡本一彦『性教育学入門』新宿書
房 1977年 P.63 
⑧武田敏『青年心理』 1980年9月号所収
④武田敏前掲書
⑥山田文夫『少年補導』 1978年 6月号所収
⑥関西いのちの電話だより 21号別冊
⑦星野安三郎卵い、解放と女子教育』勁草書房
1975年所収
⑧鳥井淳子『ジュリスト』 1980年10月1日号
所収
⑨中島通子『ジュリスト』前掲書所収
第2章
①桑原知幸『総合教育技術』 1970年10月号所
収
R能美・黒川・前原・菅谷・比留間による討論
『総合教育技術』前掲書所収
⑧ 1945年以前にも「純潔教育」という考え方
と「性教育」という考え方はともに存在した。
後者を代表するのが山本宣治である。山本宣
治については筆者は別稿を準備しているとこ
ろである。
なお、 1945年以降の展開については下記の
著書・論文を参考にした。
（財）日本性教育協会編『性教育指導要項解説
書』•黒川義和「性教育の展望」 『小児保健
研究』第39巻 3• 4号所収・間宮武「性教育
の日本的特質」 『総合教育技術』 1971年9
月号所収
④（財）日本性教育協会の歩みについては田能村
祐 『第10回性教育夏季セミナー要項』所収
⑥ M• S・カルデローン『現代性教育研究』 15
号所収
⑥ 『性教育指導要項解説書』 P.8-P. 9 
⑦大阪府科学教育センターの黒川義和氏による
調査。かんたんな紹介は『小児保健研究』前
掲書に出ている。
⑧参考までに『解説書』から校種•学年別の内
容一覧表をかかげる。なお、総括目標 1は個
人的な人格の完成をめざすもの、 2は男女関
係、 3は家族関係、 4は社会的な課題をめざ
すもの、とされている。
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表 性教育の総括目標からみた校種・学年別・性教育内容一覧表
総括目標 1 総括目標2 総括目標3 総括目標 4
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総括目標 1 総括目標 2 総括目標 3
年
学
生
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な発塗少噸枚＞
• かりたと心の
発達
・心身のアンバ
ランスと個人差
く性の生理的な
発達＞
直精と月経
・一次性徴とホ
ルモン
・性や異性への
関心
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第3章
①朝山新一『人間の心と性科学I』星和書店
1978年所収
R朝山新ー前掲書所収
⑧マルクス『経済学・哲学草稿』岩波文庫版
P. 129 傍点はマルクス
④マルクス 前掲書 P. 186 
⑥マルクス 前掲書 P. 98 傍点マルクス
我々には、このことの見事な芸術的結晶とし
て、木下順二『夕鶴』がある。
⑥マルクス 前掲書 P. 186 
⑦もろさわようこ「おんなの歴史上』未来社
P. 183 
⑧ルソー『エミール』下 岩波文庫版 P. 30 
⑨たとえば、一番ケ瀬・奥山編『婦人解放と女
子教育』 P. 231参照
⑩海老原治善 梅根• 海老原・丸木編『総合学
習の探究』勁草書房所収特に P.57-58 
⑪そのなかでも、課題は、内容とその系統性の
研究である。
⑫高群逸枝『女性の歴史』下講談社文庫版
P. 665 
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